
三沢・六ヶ所・下北

案内人 伊藤和子

１９６４年「下北半島太平洋沿岸」
が原子力施設好適地として青森県
に地質調査を依頼。

１９６７年には佐藤内閣が新全国
総合開発計画を閣議決定。

三沢市、六ヶ所村、そして下北と国
策の名もとに翻弄され続ける・・

（１）

過去・現在・未来をみつめよう！

核燃サイクル阻止1万人訴訟原告団
核燃基礎講座（Zoom学習会）2025.9.22

「バーチャル下北ツアー」



２０１４年５月女たちのいのちの大行進（東京）
六ヶ所へ通い続けた人たちと

（2）

１９９０年１２月１５日～１６日 六ヶ所村尾駮集会場にて
全国・青森県内・六ヶ所の女たちが参加

全国から女たちが六ケ所へ
そしてそれぞれ現在も

反原発・反核燃の活動を続けている



「核燃いらね！六ヶ所村大行動」 1989年４月９日
全国から１２０００人参加・施設を人間の鎖で包囲

六ヶ所村尾駮浜で開催

現在・ウラン濃縮工場が建設され稼働して
いる

（３）



（４）



（５）



三沢基地の概要
１９３８年（昭和１３年）

旧日本海軍が飛行場の建設に着手

１９４２年（昭和１７年）

三沢海軍航空隊の飛行場として開設

※後に第５４２回海軍航空隊・海軍練習航空隊が配備。

  これが三沢基地の始まり

１９４５年（昭和２０年）

米陸軍航空隊・施設部隊が移駐・同航空隊の飛行場として建設工事が開始

１９５８年（昭和３３年）

北部航空方面隊司令部が発足・基地の日米の共同使用を開始

１９６１年（昭和３６年）

北部航空方面司令部が三沢に配備・同年北部航空警戒管制団が配備

米軍から航空警戒管制権を引き継ぐ。

１９７８年（昭和５３年）

第３航空団が移駐、基地業務を担当・・・・・・現在に至る。

現在の米軍基地正面ゲート （６）



三沢基地概要
・基地の総面積 約1,597ha（坪数485万坪） 三沢市総面積約５分の１を占める。

・三沢飛行場（三沢市・東北町他）滑走路約４６ｍ×3,050ｍ（共同使用）
・三沢対地射爆撃場（三沢市・六ヶ所村）共同使用 
・八戸貯油施設（三沢市・八戸市・おいらせ町）油送管施設〔パイプライン〕（三沢市～おいらせ町～八戸市）

写真の上、三沢基地米軍格納庫、滑走路・手前民間飛行機の
出入り口（ゲート） 三沢基地は日本で唯一の米軍・自衛隊・民
間航空会社が共同で使用している飛行場

三沢基地通信傍受施設「象のオリ」１９６５年～

２００１年？に撤去・「エシュロン」（ゴルフボール）に替わる。
２０１４年に「象のオリ」は解体を終える。
現在は「ゴルフボール」は大小が２０個以上点在する。

（７）



基地北側高層住宅 フェンス側市民の森

基地の周りのフェ
ンスにはこの看板

小川原湖と姉沼の間にある通信施設ゴルフボール

基地東側 前面は淋代平 米軍高層住宅

（８）



米軍三沢基地の主な配備部隊と航空機

部隊名 航空機 数

米空軍第３５戦闘航空団 米空軍 Ｆ-１６Ｃ/Ｄ戦闘機 ３６機

米海軍三沢航空基地隊 米海軍 Ｐ-８Ａ哨戒機

米海軍第７艦隊哨戒艇設航空群/前方艦隊
航空司令部隷下部隊等

米海軍 Ｃ-１２輸送機

米宇宙軍統合戦術地上ステーション

〔米陸軍移動式弾道ミサイル情報処理システ
ム（ジェイタグス）］

米海軍 ＥA-１８Ｇ電子戦機
（ローテーション配備）

２機

三沢情報運用センター

※ Ｆ１６からＦ３５Ａ ４８機に置き換える計画を２０２４年に発表・２０２６年春に配備

（９）



航空自衛隊の主な配備部隊と航空機

部隊名 航空機 数

北部航空方面隊司令部

第３航空団 Ｆ－３５戦闘機 ３９機

北部航空警戒管制団 Ｔ－４中等練習機 非公表

北部高射群 Ｅ-２Ｃ/Ｄ早期警戒機

北部航空音楽隊 ＣH－４７輸送へリコプター

偵察航空隊 ＲＱ－４無人偵察機

三沢ヘリコプター空輸隊

※ Ｆ３５機は一機 １４８億円
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三沢基地が及ぼす 基地公害・事故・財政問題

•騒音→居住地の集団移転・住宅防音対策

•農漁業への影響・補償問題 治安・風紀・教育
基地公害

•飛行機墜落等事故→大きな事故F1墜落（1980）

•誤射・誤爆・落下物・火災等々多数事 故

•基地交付金があるから財政は裕福か？

•基地対策費用（活動費・防音施設の維持管理費等々）

•日米安保条約により、米軍人は固定資産税・市町村民税・電気ガス等の非課税財 政

１９８０年８月２１日

上北町（現東北町）本村Ｆ
１墜落事故現場写真

民家を直撃、人身事故に
は至らなかったが・・

（11）



１９６０年～８０年後半まで反基地の闘い
その後衰退していく！

•全国的な反基地闘争連携しての基地撤去・安保条約に反対する集会等

•三沢基地強化に繋がる戦闘機の配備・事故に対する抗議申入れ、集会

•市民に 向けたアンケート調査（１９６９年）など。

•三沢地区労働組合が中心となり市民ぐるみで取り組む。

•１９６０、７０、８０年代後半まで毎年１０．２１国際反戦デーなど開催

•現在は政党による、抗議、街頭宣伝が行われている。

労働組合
政 党

•基地強化に繋がる配備・航空団移駐などに抗議・三沢市へ申入れ。

•農魚業への補償拡大

•侵入面下町内会・天ケ森住民中心に取り組む。 １９６０、７０、８０年代

•現在は侵入面下町内会があり、行政と一緒に騒音等に関する対策の要請等のみ

三沢地域
住 民

•１９７１年ＦＴＡ（反戦演劇家集団）ジェーン・フォンダの三沢公演

• 「アウル」という反戦バー（１９７０年４月～１９７２年１０月）反戦米兵ばかりでなく、平和運動
や反戦に関心のある日本人も・全国から反戦運動に関心のある人も出入り、閉店後三沢に
残り反戦運動をつづける人もいた。

• 「基地に反対する市民の会」「三沢井戸端会議」の市民団体も結成（１９７０年）

•現在は市民団体は見受けられない。

市民団体
他
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基地騒音のため移転
住居跡地（四川目地区）

四川目地区移転跡地には稲荷神社と

津波の慰霊碑が残されている。その横に
は「永劫の里」移転記念碑
※ （三沢は明治２９年昭和８年と大津波
の被害を受けている）２０２５年８月撮影

写真撮影の日、頭のすぐ上を旅客機が飛来

四川目地区からの
住民は、左写真
大津に移転

南西３キロぐらいの
移転

（13）



米軍基地の町・三沢と沖縄

• 三沢は敗戦後にアメリカ空軍の基地となり、太平
洋戦争直前9,884人の人口が基地建設工事中S22
年には20,315人に町制施行S23年27,127人と、い
ろんなところから人が集まって来た町。三沢はずっ
と基地の門前町。

現在の人口36,905人（2025年8月）

• 第二次世界大戦の沖縄戦の悲劇は、基地のな
い沖縄を求める住民の強い思いがある。

• 沖縄では米兵の犯罪が問題視されているが、三
沢は事件は少ない。

• 自衛隊も三沢基地は沖縄より住みやすいと言わ
れている。三沢に家も持つ自衛隊家族が多い。

沖縄・他の基地には軍用機の中継や、海兵隊の出撃などの役割がある。
三沢は対地攻撃やミサイル防衛、情報収集という重要な役割を担っている。

市民の森にある、三沢海軍航空隊之碑

（14）



三沢基地正面ゲート周辺の商店街！

三沢航空祭（毎年９月開催）
ブルーインパルス等の航空機飛行・展示

装備品展示

三沢基地正面ゲート
２０２５年８月撮影

（15）



三沢・六ヶ所・下北 運動で繋がる人たち

三沢
基地

むつ小
川原開
発

核燃
むつ使
用済核
燃料

大間
原発

むつ原
船

東通
原発

六ヶ所
核燃

☆三沢基地反戦運動に関わり、むつ小川原開発の
反対運動へ援農等を行った人たち。

反核燃の「村おこしコンサート」の開催に繋がる

☆むつ小川原開発反対の闘いの村民・労働組合
むつ原船の闘いに参加した漁民・市民

反核燃の闘いに参加

☆東通原発の反対闘争に、八戸市民運動の仲間が
白糠へのチラシ配布行動したつながりが

白糠漁民が六ヶ所核燃の海域調査阻止行動
支援に

青森県内外から多くの人が運動の支援に、常にそこには地元住民がいた、大きな運動のうねりもあった。
それでも、むつ小川原開発で土地・漁業権が売られ、原発、核燃サイクル施設などがこんなにも作られた。
なぜだろう？ 六ケ所・下北を訪ねることで見えてくるものがあると願い、歩きたい。 （16）



三沢～六ヶ所村へ

上射撃場のため移転新森地区
（旧天ケ森・砂森地区から）

左上の写真
監視塔の前に
標的があります。

前面の田んぼには地
主以外は立入禁止。

三沢市天ケ森の
すぐ先、高瀬川を
渡ると六ヶ所村

三沢対地射撃場・監視等

（17）



写真：六ヶ所村上空・左側石油備蓄・右側再処理工場
（核燃料サイクル施設）手前鷹架沼 撮影澤井正子

国家石油備蓄基地５１基
１９７９年立地決定・１９８５年完成

〔左側・再処理工場・放射性廃棄物埋設施設
右側・ウラン濃縮工場】

鷹架沼

再処理工場を取り囲むように風力発電９２基

備蓄基地の手間には広大な太陽光発電建設

六ヶ所村の工場地帯？

核燃料サイクル施設

（18）



六ヶ所村民は国策に翻弄されつづける
その中で抵抗した村民

１９７５年１１月むつ小川原開発現地説明会に竹内
知事が六ヶ所へ・抗議の座り込み 知事は村民に追
われるように村から退散

１９８５年７月 核燃料サイクル施設建設伴う海域
調査に反対し、泊の漁民の女たちが替え歌で気勢
をあげる。 （19）



• １９５７年～６５年「むつ製鉄」計画頓挫

• １９５６年～６７年「ビート栽培とフジ製糖誘致・倒産

• １９６７年頃正体不明の土地ブームが起こる。

特に三井不動産のダミーと言われる不動産業者が

土地の買い占め。

• １９６９年５月「新全国総合開発計画」閣議決定

• 開発計画推進に関する指導を経団連に依頼

• １９７０年６月県は公式で開発構想を発表

• １９７１年「むつ小川原開発株式会社」発足

• 同年８月寺下六ヶ所村長（１９６９年～１９７３年）は開
発反対を表明

• ８、９月と村内に続々と「開発反対」の組織ができる

青森県の原子力施設は
こうして作り上げられた

（20）



■左 米内山義一郎氏 上北町出身・政治家であり、
運動家、指導者。彼は「現在が一番大事、そして
もっと考えなければならない事は、明日のこと、将
来のこと。そうすると過去は将来を展望する資料・
史料」だと。
何か問題のあるところに常に居た。

■右 寺下力三郎氏 六ヶ所村生まれ。村役場職員、
むつ小川原開発当時の村長１期
開発難民を出してはならない。

２人は開発を「ウソとごまかしのむつ小川原巨大
開発反対」と言い闘った。

・１９７２年村議会の「むつ小川原開発住民対策特別委
員会」賛成派が多数となる。
村長と村議会との対決が始まる。

・１９７３年六ヶ所村長選挙で開発推進派の
古川伊勢松氏が当選・１９８９年まで４期。

・１９７４年６月「原船むつ」大湊港出航、
９月に放射能漏れ。

・１９７４年開発予定内の民有地６０％以上が売られる。
土地代金１３４億円。

・１９７９年むつ小川原開発地区に国家石油備蓄基地
立地が決定。１９８５年９月に完成
・むつ小川原港１９８３年に一部供用開始。

・１９８４年４月電気事業連合会は県に対し、「核燃サイク
ル施設」の建設協力を要請。
・１９８５年４月９日県は受け入れを回答

（21）



明治６年新納屋として
部落申請

１９９１年島田恵撮影

ここには開発当初からむつ小川原開発に反対し続けた
小泉金吾さん家族が住んでいた。現在、息子さんが居住。

■上は泉田稲荷神社・「新納屋土地を守る会」５０戸近くの人たちが
他の鷹架・弥栄平が千歳平（新住区）移転した１９８０年頃も、土地
を売らずにいた。その後は１９８５年には金吾さん一人になった。し
かし、新住区へ移転ではなく、一部の人たちは（新城平）に移転。
移転、分断を余儀なくされた。小泉金吾さんは新納屋に伝わる
「権現舞」の舞いてあった。
■向中野勇さんは自宅入口に「開発・核燃反対」の看板を立て続け
た。今は蔓に覆われている。彼は親類縁者から看板を外してくれと
言われても頑としてそれには応じなかった。

1971年むつ小川原開発反対運動は急速な盛り上がりをみ

せるが、１９７２年・同時に推進派の動きも目立つようにな
る。１９７３年村長選挙で推進派の村長が当選することで
反対運動が衰退

２０２５年８月の新納屋地区 尾駮 向中野勇さん自宅・入口と
右下写真は向中野さん（他にも多くの闘った村民がいた）

（22）



核燃料サイクル施設立地反対運動の始まり

• １９８３年 中曾根康弘首相が「下北半島を
原子力のメッカに」と発言

• １９８４年１月 電力業界、核燃料サイクル
三施設の建設構想を発表

• ４月 電事連が青森県知事に正式に要
請・立地点は「下北半島の太平洋岸」

• 同時に県内労働組合・政党・農業団体、

市民団体等反対に動き出す。

• １９８５年２月 「核燃サイクル施設建設に
関する県民投票条例」制度請求署名運動
が始まる。

• １９８５年５月 県民投票条例案は否決
（署名 93,643筆）

上写真 条例制定六ヶ所村内での、開発反対運動に関わった
人たちが中心に上十三地方労の労働組合員と署名を開始

農業者が
反対決議

１９８５年４月９日
県が核燃立地
受入を表明

（23）



１９８４年～六ヶ所村を中心に学習会、
講演会が開催される。

県や事業者が六ヶ所村に来た際
抗議行動も！

農業者もデモや集会を開催
青年部が県内に看板を設置

１９８８年８月６日
核燃サイクル阻止1万人訴訟原告団が結成

（24）



核燃に頼らない村づくりを

村おこしコンサートは酪農家の
若者、牧草地を解放し開催。

しかし、中心になっていた八森
地区の酪農家は三沢基地の騒
音のため移転を余儀なくされた。
（２００２年）

１９８５年８月

酪農家 佐々木敏さん

多くの若者がスタッフとして関わった

（25）



菊川慶子さん・１９９４年からチューリップまつり10数年後

からは、ルバーブの栽培、ジャムづくり。県外、青森県内
の訪問者に情報を提供し、対話の場を作っている。

村内には、農業おおよそ２00戸（専業１０

０戸）・酪農５０戸・漁業（漁獲量減）を営ん
でいる人たちも多くにいるが、核燃に対し
て反対の声は上げていない。

それぞれ核燃マネーによる助成金等があ
る。専業農家等も減っており、核燃料サイ
クル施設に関連する仕事に家族等が働
いている。

（26）



泊漁協の紛糾と
海域調査の闘い

１９８４年５月から日本原燃サービス・原燃産業から出されていた海象・海域調査の諾否をめぐって紛糾・逮捕
者も出る。
そうした中で１９８５年１２月村長選を闘う。そして、８６年６月２日海域調査を強行・前夜から岸壁で抗議

逮捕に対して
野辺地署へ抗議

（27）



六ヶ所村の村長選挙

寺下力三郎さん1969年～1973年村長
その後2回村長選に臨むが敗れる。

１９８５年１２月 泊漁協組合長・滝口作兵衛さん
村長選を闘う・核燃に反対している漁民・泊のカッ
チャたちが雪の中走り続けた。
選挙では負けたが泊地区では過半数の集票

連日街頭に立っ
たり、チラシ配布
行動・役場で座り
込みと選挙を戦っ
た。

（28）



六ヶ所村の村長選挙

・１９８９年の村長選は「核燃凍結」を公約に土田浩氏が出馬（泊の反対運動を２分
する）しかし、すぐ推進となる。この時の選挙戦全国からの多大な支援を受ける。
・その後も核燃反対を訴え（高田與三郎・梅北陽子・菊川慶子・遠藤順子・山田
清彦）氏が立候補し、闘い続けている。
・種市信雄さんは無競争にしてはならないと自宅を選挙事務所に提供し、これま
で村長選を闘ってきた。寺下さんの時代から選挙戦に関わっていた。

１９８９年

鎌田さんと種市さん
２０２３年

１９９３年

（29）



施設建設・操業と進む
その都度抗議の集会・村民の姿は数人のみに

１９８８年１０月ウラン濃縮施設着工から、９３年３月再処理工場着工。９１年
９月六フッ化ウランの初搬入・９２年１２月低レベル放射性廃棄物初搬入
等々何度もその都度抗議集会を開催。当初は全国から、県内の労働組合、
市民も大勢の人が駆け付けていたが、年々減少。六ヶ所村民は建設が進む
と同時に姿が少なくなっていた。

１９９５年４月、高レベル放射性廃棄物が搬入。高熱を発する。
雨に打たれ、湯煙を上げた。 撮影 島田恵

（30）



核燃料サイクル施設

再処理工場正門

ウラン濃縮工場正門

むつ小川原港

・使用済核燃料再処理工場
（１９９３年着工・２７回の竣工延期ー２０２７年３月予定）
・ウラン濃縮工場
・低レベル放射性廃棄物埋設センター
・高レベル放射性廃棄物一時貯蔵施設
・MOX燃料加工工場（２０１０年着工・１８回竣工延期－２０２７年予定 （31）



青森県には核のゴミが貯まり続けている

施 設 主な放射性廃棄物の種類と量（２０２５年３月時） 最終規模

低レベル放射性廃棄物埋設セン
ター

ドラム缶 ３75,619本埋設 （2025/7） ３００万本

ウラン濃縮工場 固体廃棄物 １６,７６９本（200ℓドラム缶換算）
使用済遠心分離機 １５０ｔＳＷＵ/年相当

未確認

返還高レベル一時貯蔵 ガラス固化体 １,８３０本

再処理工場 ガラス固化体 ３４６本
ハル・エンドピース２２１本（1,000ℓ入容器）
チャンネルボックス・バーナブルポイズン２５２本
雑固体廃棄物等６１,７６２本

約４万本
不明

原船むつ 原子炉室一括撤去物１体・雑固体等200ℓドラム缶６７２本 未確認

東通原発 雑固体廃棄物等１５,３６４本（200ℓドラム缶換算）
使用済制御棒６７本・使用済チャンネルボックス６００本
使用済中性子検出器４４本・使用済樹脂等１４０㎡

未確認

むつ使用済核燃料中間貯蔵 使用済核燃料 ６９本 （32）



多くの関連事業？！

風力、太陽光発電係る事業所が沢山
六ヶ所に 風力９２機 太陽光３発電
１６８０００ＫＷ

再処理工場隣接に核燃関連施設が１００数
社が軒を連ねている（弥栄平地区）

核融合関連施設
科学研究センター
などの施設も多数

弥栄平中学校・
開拓の碑があった

（33）



東通原発・関根・むつ中間貯蔵施設

１９６５年 ・東通村・青森県議会原子力発電所誘致を決議
１９６７年 ・むつ市議会「原船むつ」の大湊港母港化を決定
１９７０年 ・東京電力・東北電力が東通村に原子力セン

 ターを建設計画発表
  ・「原船むつ」大湊港に着岸

１９７２年 ・むつ市「下北の郷土と生活を守る会」結成
１９７４年 ・「白糠地区海を守る会」結成
１９７４年 ・「原船むつ」初臨界 ・放射線漏れ事故
１９８２年 ・「原船むつ」再び大湊港に帰港
１９８４年 ・大間町町議会が原子力発電所誘致を決議
１９８７年 ・「原船むつ」の新母港として関根浜新港が完成
１９８８年 ・「原船むつ」関根浜定係港に入港
１９９５年 ・解体した「原船むつ原子炉」を海洋科学技術館へ
１９９９年 ・東北電力東通原発１号機起工式
２０００年 ・むつ市「使用済核燃料中間貯蔵施設」誘致計

 画発表/2003年むつ市誘致を表明
・「中間貯蔵施設はいらない下北の会」結成

２００５年 ・東北電力「東通原発」発電開始

２００８年 ・大間原子力発電所着工
２０１０年 ・函館市住民が中心に大間原発差止め訴

 訟を提訴
２０１１年 ・3.11の大規模余震で東通原発、非常用発

 電機で放射能漏れ
２０１２年 ・大間原発工事再開
２０１３年 ・「使用済核燃料中間貯蔵施設」建屋完成
２０１４年 ・東通原発１号機について新規制基準によ

 る審査（審査継続中）
 ・大間原発新規制基準に基づき変更許可
を申請（審査継続中）

２０２４年 ・むつ使用済核燃料中間貯蔵施設に燃料
が搬入される。

２０２４年９月２６日 （34）



１９８２年むつ原船大湊港に帰港・母港化阻止集会 東通原発の誘致が持ち上がってから地元漁師たち１９７４年頃から反対運
動を続けていた。

８１年に「反原発・反むつ・八戸市民の会」が中心になり、白糠地区各戸ビラ
入を毎週のように行う。

白糠漁協臨時総会（８５年２月）１０月までのビラは４６号を数えた。同時に
槌田敦・水口憲哉講演会や米内山義一郎を囲む会など白糠地区、むつ市、
関根浜、八戸など数多く開催。
しかし、９２年知事の再あっせん額（補償額）提示、臨時総会で１４１票
対３６１票で、阻止できなかった。

白糠漁協の専業漁師（船主）１５０戸弱、５３３組合員、多くは出稼ぎ、サラ
リーマンで漁師でない人たちが海を売ったことになる。これは関根浜・六ヶ所
村も同じ、全国どこも同じらしい。

こうして、東通原発・関根浜原船むつ母港化・むつ中間貯蔵施設・大間原発
建設へ。 反対運動は六ケ所、反核燃とも連携。

むつ原船原子炉を海洋科学技術館へ

むつ使用済核燃料中間貯蔵施設

現在の関根浜港

（35）



大間町向町防災公園からの大間原発

佐井村仏ヶ浦 2025年７月大マグロック
（36）
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２０２５年５月１３日

「核のゴミから未来を守る青森県民の会」
国・事業者とのヒアリング集会（国会衆議
院会館）

青森県庁前でのハンスト

４．９反核燃の日・六ヶ所の開発反対を
闘ってきた、４人（高梨・安田・坂井・小泉
さん）が参加

米内山義一郎さんを囲んで
三沢市で １９７５年頃？



弘前・母親の会「かくねんまいね」最終デモ

２０２４年１１月フォーラムの開催
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（38）



平野良一さんと種市信雄さん（２人・２０２４年他界） （39）



（40）

最後に 右下の写真は１９８５年村おこしコンサートの実行委員会（スタッフ）の反省会の時のものです。

六ヶ所村開拓地の酪農家の若者が中心に、三沢・むつ・八戸等の市民運動・労働組合員のメンバーが裏方で取組んだ
コンサートでした。メンバーの中に三沢「アウル」に関わった人、東通り白糠で毎週チラシ配布をした人、むつ原船・関根
浜の運動に関わった人がいる。
そして、六ヶ所のメンバーのほとんどは移転等のため核燃の運動からは遠のいた。
裏方のみんなはその後も反原発・反核燃の運動をそれぞれのところで続ける。
白糠でチラシ配布行動を続けた一人が「続けたことで、講師を見つけてくれるように頼まれたり、そのうち自分たちの主張

を入れたチラシを配った・・・それも議論をする。押
し付けはしたくなかった」と語っている。

基本的に、そこに住んでいる人たちの意志、主
体性を大切に、生活、経験による生き様もみな違
うことを忘れずに関わっていきたい。

運動も３０，４０年前とは大きく変化してきている
と思う。いろんな方面でいろんな運動があるし、ど
れもがとても大切。

今回、これまで六ヶ所に関わってきた米内山さん、
寺下さん、種市さん・・数えきれないほどの学ぶべ
き人たちが、県内、全国にいる。
核燃サイクル、放射能の恐怖もさることながら、
住民、地域が分断されていく事への怒りを持って
運動を続けて行きたい。 （伊藤和子）
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